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剤の約 0･5Lrを秤LiLL, エチルてルコ-ル 5ccを加
え,よく抗即 し,i'1r征伐LP別して上田2液をとT),供試
液とする方ut.をとづた.
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1,21diphenylcyelopropanc と兆に夫 々 Cis型,
i,LZnS型が考へられる貨であるがこの瓜についても何
ら言及していない｡その為何れの型が殺山-))を-1け る
のか判然としない.従って著者等はこれ等の化合物を
合成した上その cis型,Ll･anS型の裁何E!.牡につい
て別ちかにL-Afにその殺虫効-J)を試験する叫に依って
ILaugcr等つ'によって7;された化学構造と設山効力に
潤 する仮説を印検討する叫とした｡
以上のH的の為には cL'S型,ira,7S型化合物を幾
